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小規模特認校となった　　　　　
　　　　　佐川野小学校の入学式

令和２年３月定例会
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令和2年3月定例会（３月５日～１８日）の議案審議結果
　条例の改正や、令和2年度予算などを審議しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 野木町部課設置条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ２ 号 野木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 賛成多数 可　決

第 ３ 号 野木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ４ 号 野木町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ５ 号 野木町学童保育室条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

令和2年　第1回　野木町議会定例会

　３月５日から１８日までの１４日間の会期で、「令和２年第１回野木町
議会定例会」を開会しました。
　本会議では、町長から提案された議案２４件（追加議案１件含む）、継
続審査となっていた陳情１件を審議しました。
　また、一般質問では、６名の議員により、町政に関する諸問題や、将来
の展望について質問を行いました。
　各議案の審議結果は以下（２～３ページ）のとおりです。
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議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 6 号 野木町印鑑条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 7 号 野木町企業誘致条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 8 号 野木町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 9 号 令和元年度野木町一般会計補正予算（第６号） 賛成多数 可　決

第 1 0 号 令和元年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 1 1 号 令和元年度野木町介護保険特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第 1 2 号 令和元年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第 1 3 号 令和元年度野木町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可　決

第 1 4 号 令和元年度野木町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第 1 5 号 令和元年度野木町営墓地事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 1 6 号 令和元年度野木町水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 1 7 号 令和２年度野木町一般会計予算 賛成多数 可　決

第 1 8 号 令和２年度野木町国民健康保険特別会計予算 全員賛成 可　決

第 1 9 号 令和２年度野木町介護保険特別会計予算 全員賛成 可　決

第 2 0 号 令和２年度野木町後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成 可　決

第 2 1 号 令和２年度野木町営墓地事業特別会計予算 全員賛成 可　決

第 2 2 号 令和２年度野木町水道事業会計予算 全員賛成 可　決

第 2 3 号 令和２年度野木町下水道事業会計予算 全員賛成 可　決

追加議案
第 １ 号

野木町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 全員賛成 可　決

陳　　情 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

令和元年度
陳情第１号

委員会に付託した陳情
（地方自治法第９６条第２項の議決事項） 全員反対 不採択

※賛否の分かれた議案ついては、18ページに掲載しています。
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令 和２年 度 予算 　　 総額78億5,800万円 
予算決算常任委員会で　　　慎重に審査しました

令和２年３月９日～ 11 日・13 日の
４日間、議長を除く 13 人による予
算決算常任委員会を開催しました。

［国民健康保険特別会計］
 住民課 
問　歳入の主なものとしては、県支出

金があるが、国民健康保険特別会計
繰出金事業にある県支出金とは違う
ものなのか。

答　一般会計に入ってくる県支出金と
　国民健康保険特別会計の方に直接入
　ってくる県支出金の２通りあります。

［水道事業会計］
 上下水道課 
問　川西排水場のポンプ更新について

は、昨年もあったように思うが。
答　令和元年度は取水ポンプの更新で、
　令和２年度は配水ポンプが劣化して

いるため更新するものです。

問　予算ベースの比較で、令和２年度
は 78 億 5,800 万円、令和元年度は
83 億 2,000 万円で、第２工業団地
のために約 7 億円の起債を起こし
ている。昨年度の予算額の中から起
債部分を除くと 76 億円ぐらいにな
ると思うが、令和２年度の予算は約
78 億円で２億円も増えている計算
になる。予算削減している中で増額
になった理由は何なのか。

答　 令和元年度の工事関係において、
第２工業団地の関係があるため、都
市整備課として要望のある地元の方
に了解を得た中で、工事委託や測量
も次年度以降にずらした経緯があり
ます。ずらした事による遅れの進捗
を少しでも戻したいという事で、令
和２年度で工事を行っていく予定で
の予算計上であります。

  〇各課への主な個別質疑

  〇総括質疑

一般会計歳出

人件費
19.8％

扶助費
20.8％

公債費
7.5％

普通建設事業費
5.2％

物件費
18.3％

補助費等
14.8％

維持補修費
0.5％

積立金等
5.３％

繰出金
7.8％

義
務
的
経
費

投資的経費

そ
の
他
経
費

義務的経費	 37億8,391万円
人件費 15 億 5,708 万円
扶助費 16 億 3,818 万円
公債費 5 億 8,865 万円

投資的経費	 4億			626万円
普通建設事業費等 4 億   626 万円 

その他経費	 36億6,783万円
物件費 14 億 3,778 万円 
維持補修費 3,916 万円
補助費等 11 億 6,481 万円
積立金等 4 億 1,429 万円
繰出金 6 億 1,179 万円 
 

委員会審議結果　　　　11対１で「可決すべき」と決しました

特　別　会　計
会計名 令和２年度予算額 令和元年度予算額 増減額 増減率

国民健康保険特別会計 26 億 9,043 万円 27 億 5,499 万円 △ 6,456 万円 △ 2.3

介護保険特別会計 20 億   424 万円 19 億 7,896 万円 　2,528 万円 1.3 

後期高齢者医療特別会計   3 億 2,654 万円  3 億   700 万円 1,954 万円 6.4 

町営墓地事業特別会計 5,056 万円 5,273 万円 △ 217 万円  △ 4.1

合 計 50 億 7,177 万円 50 憶 9,368 万円 △ 2,191 万円  △ 0.4

水道事業会計
収入 支出

収益的 　4 億   749 万円 　3 億 8,033 万円
資本的 　1 億 3,819 万円 　2 億 6,330 万円

下水道事業会計
収入 支出

収益的 7 億 2,641 万円 6 億 5,157 万円
資本的 2 億 9,680 万円 5 億 4,944 万円

・収益的収支とは水道事業の経営活動により発生する収支。（水道料金、人件費等） 
・資本的収支とは施設の建設改良に関する投資的な収支で、将来に結びついていくもの。（企業債等）

・収益的収支とは下水道事業の経営活動により発生する収支。（下水道使用料、農業集落排水施設使用料等）
・資本的収支とは施設の建設改良に関する投資的な収支で、将来に結びついていくもの。（企業債等） 
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令 和２年 度 予算 　　 総額78億5,800万円 
予算決算常任委員会で　　　慎重に審査しました

　地域社会で子どもを守り育てる学童
保育・児童館こそ、人材派遣会社委託
ではなく、町民との協働事業です。
　30 人が働く、小中学校の給食調理
業務委託調理員の時給額は、推測で、
町調理員の時間給の約 28％。委託調
理員は、町調理員と同等に働いても３
分の 1 以下の賃金です。
　非正規雇用の賃金は、正規雇用の
欧米 8 割、日本 6 割といわれますが、
野木町では 3 割以下の実態は、文化の
薫り高い町などと言っていられないの
です。
　監査委員の報酬を上げても、公共事
業を適正額で実施できる人材を採用し
ない町姿勢はやはり大問題です。

［一般会計］
 産業課 
問　基盤整備促進事業の中谷地区土地

改良土仮置設計業務・事業について、
具体的にはどのような事業か。

答　中谷地区土地改良区で事業区域
91ha を予定しており、地下に存在
する 38ha のマコモ層を改良するた
めの工事で、内容としては、ストッ
クヤードの表土を剥がし、別の工事
で発注した残土を新たにストックし
て均すものです。

 こども教育課 
問　学童保育事業で委託料が昨年度よ

り減額になっている要因はなにか。
答　令和元年度は契約前であり、入札

により落札額が下がったため、令和
２年度は減額となっています。

  〇各課への主な個別質疑 一般会計歳入

自
主
財
源

依
存
財
源

町税
45.5％

分担金及び負担金
0.8％使用料及び手数料

0.4％

繰入金
7.0％

その他
7.0％

地方交付税
7.8％

地方譲与税
1.3％

各種交付金
0.8％

国・県支出金
20.7％

町債
7.4％

地方消費税
交付金
6.0％

自主財源		 44億			164万円	
町税 35 億 7,554 万円
分担金及び負担金 6,467 万円

使用料及び手数料 3,482 万円
繰入金 5 億 5,043 万円
その他 1 億 7,618 万円

依存財源	 	34億5,636万円
地方交付税 6 億 1,300 万円
地方譲与税 9,999 万円
各種交付金 6,400 万円
地方消費税交付金 4 億 7,000 万円
国・県支出金 16 億 2,637 万円
町債 5 億 8,300 万円

委員会審議結果　　　　11対１で「可決すべき」と決しました委員会審議結果

討　論 一般会計歳出（目的別）
款 令和２年度予算額 令和元年度予算額 増減額 増減率

議 会 費 1 億 1,327 万円 1 億 1,124 万円 203 万円 1.8 

総 務 費 10 億　863 万円 11 億 1,456 万円 △ 1 億   593 万円 △ 9.5

民 生 費 28 億 5,867 万円 27 億 6,958 万円 8,909 万円 3.2 

衛 生 費 7 億 7,614 万円 7 億 4,991 万円 2,623 万円 3.5 

農林水産費 2 億 7,178 万円 2 億 1,774 万円 5,404 万円 24.8 

商 工 費 7,724 万円 9,271 万円 △ 1,547 万円 △ 16.7

土 木 費 8 億 5,422 万円 14 億 1,190 万円 △ 5 億 5,768 万円 △ 39.5

消 防 費 3 億 1,189 万円 2 億 8,741 万円 2,448 万円 8.5 

教 育 費 9 億 7,751 万円 9 億 4,031 万円 3,721 万円 4.0 

災害復旧費 1 千円 1 千円 0 千円 0.0 

公 債 費 5 億 8,865 万円 6 億   465 万円 △ 1,600 万円 　△ 2.6

諸 支 出 金 1 千円 1 千円 0 千円 0.0 

予 備 費 2,000 万円 2,000 万円 0 万円 0.0 

合 計 78 億 5,800 万円 83 億 2,000 万円 △ 4 億 6,200 万円  △ 5.6

（反　対）　宮﨑 美知子 議員
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野
木
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
支
給
の
端
数
処
理
に
つ
い
て
、
職
員

等
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
部
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

組
織
機
構
改
革
に
伴
い
、
課
の
分
掌
事

務
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
監
査
委
員

（
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
公
認
会
計

士
の
資
格
を
有
す
る
者
）の
報
酬
額
の
改

定
、「
老
人
保
健
福
祉
計
画
等
作
成
委
員
」

を「
高
齢
者
福
祉
計
画
等
作
成
委
員
」に
名

称
を
変
更
、
新
た
に「
読
書
活
動
推
進
計

画
策
定
委
員
会
委
員
」の
追
加
及
び
委
員

の
報
酬
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
す
る
同
法
律
の
題
名
等
が
改
正
さ
れ
、

同
法
律
の
条
項
に
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
償
還
等
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
学
童
保
育
室
条
例
の
一

部
改
正

　

学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
増
加

に
伴
い
、
野
木
小
学
校
区
内
で
学
童
保
育

室
の
増
設
等
を
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
印
鑑
の
登
録
資
格
に
係
る
規
定
等
を

改
正
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部

改
正

企
業
誘
致
奨
励
金
の
交
付
に
関
す
る
基

準
に
お
け
る
交
付
要
件
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

野
木
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正

民
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
法
定
利
率
等

が
変
更
に
な
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

新型コロナウイルス
感染防止対策のためのお願い

新型コロナウイルス感染防止と町民の皆様の健康を守る
観点から、しばらくの間、傍聴をお控えいただくようお
願いすることといたしました。

皆様のご協力をお願いいたします。 
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（
賛　

成
）

小
泉　

良
一 

議
員　

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
補
正
に
つ
い
て
、
教
育
費
に
約

４
億
円
の
増
額
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
理
由
で
あ
る
、
各
小
中
学
校
校
舎

の
ト
イ
レ
改
修
は
令
和
２
年
度
ま
で
の
国

土
強
靭
化
に
関
連
し
た
、
国
庫
補
助
優
先

選
択
事
業
で
あ
る
等
、
早
急
に
対
応
す
べ

き
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
修
事

例
を
踏
ま
え
、
内
容
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
や
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
等
の
影
響
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
必
要
上
、
必

要
な
金
額
を
概
算
に
基
づ
き
予
算
化
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
考
え
、
や
む
を
得
な

い
金
額
と
考
え
ま
す
。

　

本
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
特
段

反
対
す
る
理
由
も
な
い
と
判
断
し
、
賛
成

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
反　

対
）

宮
﨑 

美
知
子 

議
員　

　

ト
イ
レ
改
修
等
、
学
校
施
設
改
修
予
算

３
億
６
９
０
０
万
円
に
反
対
し
ま
す
。
理

由
は
高
す
ぎ
る
に
尽
き
ま
す
。

　

野
木
第
二
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
と
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
棟
工
事
費
１
億
４
９
０
０
万

円
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
建
築
面
積

が
約
２
倍
の
南
赤
塚
小
学
校
に
比
べ

５
０
０
０
万
円
高
い
。

新
橋
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
費
１
億
１
７
０

０
万
円（
税
抜
き
）は
、
同
一
設
計
業
者
に

よ
る
他
自
治
体
実
施
の
同
規
模
工
事
費
に

比
べ
５
６
０
０
万
円
高
い
。

　

ま
た
、
某
町
の
10
校
の
ト
イ
レ
改
修
予

算
２
億
４
７
５
０
万
円
に
対
し
、
野
木
町

は
、
４
校
の
工
事
請
負
費
の
み
で
２
億
９

２
５
０
万
円
。

　

工
事
概
要
は
違
え
ど
も
、
議
会
は
看
過

す
べ
き
で
は
な
い
。

　

補
助
率
３
分
の
１
の
国
庫
補
助
事
業
か

ら
も
、
補
正
予
算
は
２
億
３
千
万
円
前
後

が
適
正
額
で
す
。
そ
れ
を
約
１
億
４
０
０

０
万
円
上
回
る
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

討

論

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
反　

対
）

坂
口　

進
治 

議
員　

　

小
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
で
は
、

配
布
さ
れ
た
議
案
書
に
は
工
事
金
額
の
み

の
記
載
で
、
詳
し
い
資
料
が
な
く
議
案
の

賛
否
が
判
断
で
き
ず
、
予
算
を
計
上
す
る

段
階
で
工
事
内
容
が
出
来
上
が
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
金
額
の
算
出
は
で
き
な
い
は
ず

で
あ
り
、
内
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
の

予
算
の
承
認
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
議

会
開
始
の
一
日
前
に
出
て
き
た
資
料
で
は
、

３
億
６
千
万
円
の
工
事
費
を
適
正
だ
と
の

判
断
に
耐
え
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
回
建
築
施
工
し
た
友
沼
小
学
校
と
佐

川
野
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
費
を
比

べ
る
と
、
約
２
２
０
０
万
円
高
い
こ
と
に

な
り
、
仕
様
が
違
う
と
の
答
弁
で
す
が
、

資
料
が
な
く
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
の
補
助
金
支
出
基
準
が
総
額
の
3
分

の
1
に
な
っ
て
お
り
、
仮
に
算
出
し
て
み

る
と
約
１
億
円
高
い
こ
と
に
な
り
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
し
ま
す
。

補

正

予

算

一
般
会
計
（
第
6
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
４

０
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
87
億

５
９
２
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、
地
方
交
付

税
及
び
国
庫
支
出
金
並
び
に
町
債
の
増
額
、

ま
た
、
繰
入
金
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、
児
童
保
育

事
業
の
増
額
、
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

負
担
金
の
減
額
、
新
４
号
国
道
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
補
助
金
の
減
額
、
小
中
学
校
校

内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
の
増
額
、

令
和
２
年
度
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
小
学

校
施
設
改
修
事
業（
新
橋
・
佐
川
野
小
学

校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
）、
中
学
校
施

設
改
修
事
業（
野
木
・
野
木
第
二
中
学
校

校
舎
ト
イ
レ
改
修
、
野
木
第
二
中
学
校
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
棟
新
築
工
事
）の
国
庫
補
助

が
繰
り
上
げ
採
択
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

増
額
、
そ
の
ほ
か
、
各
費
目
の
執
行
に
よ

る
不
要
額
の
減
額
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
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令
和
２
年
３
月
16
日
（
月
）
に
、
町
内
４
ヵ
所
の
工
事
や
事
業
の
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現
場
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０

１
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
１
７

１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
町
営

墓
地
使
用
料
等
の
減
額
、
歳
出
と
し
て
予

備
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　
「
収
益
的
収
入
及
び
支
出
」の
支
出
に
お

い
て
、
営
業
費
用
を
増
額
、
営
業
外
費
用

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
「
資
本
的
収
入
及
び
支
出
」の
収
入
に
お

い
て
、
企
業
債
、
基
金
繰
入
金
が
減
額
と

な
り
、
支
出
に
お
い
て
も
、
建
設
改
良
費

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
増
額
、
歳
出
と
し

て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
の
補
正
は
な
く
、

款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
内
容
は
、
繰
越
金
の
額
の
確
定
に

よ
り
、
歳
入
の
繰
越
金
を
増
額
し
、
一
般

会
計
繰
入
金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
１
７

２
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
億
７

７
９
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
一
般

会
計
繰
入
金
の
減
額
、
歳
出
と
し
て
公
共

下
水
道
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
６
４
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
28
億
３
２

４
１
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
県
支

出
金
等
の
増
額
、
歳
出
と
し
て
療
養
給
付

金
、
償
還
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１

６
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
20
億
６

０
１
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
と
し
て
保
険

料
、
国
庫
支
出
金
等
の
減
額
、
歳
出
と
し

て
保
険
給
付
費
、
地
域
支
援
事
業
費
の
減

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
８
５
６
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
憶
１
８
６

６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

総務経済常任委員会
文教民生常任委員会

合同で現地調査を行いました

陳
　
情
（
継
続
審
査
）

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

議
決
対
象
事
項

町
が
策
定
す
る「
各
種
の
基
本
計
画
」以

上
の
計
画
に
つ
い
て
、
議
決
対
象
事
項
と

す
べ
く
条
例
化
を
図
ら
れ
た
い
、
同
時
に

整
合
性
を
図
る
た
め「
野
木
町
議
会
議
員

の
各
種
委
員
会
、
審
議
会
等
の
委
員
等
へ

の
就
任
に
関
す
る
要
綱
」の
見
直
し
を
図

ら
れ
た
い
と
の
も
の
で
あ
り
、
令
和
元
年

第
７
回
定
例
会
で
議
会
運
営
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情

に
つ
い
て
、
本
定
例
会
で
継
続
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で「
不
採
択

と
す
べ
き
」と
な
り
ま
し
た
。

（逆川排水機場耐震工事）

（河川敷樹木伐採）

（松原揚水機場配水ポンプ更新）

（中谷地区土地改良事業）
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80
人
の
利
用
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

保
育
士
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就
職
説

明
会
や
面
接
会
、
両
市
共
同
の
就
職
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　　

両
市
よ
り
、「
放
課
後
の
児
童
支
援
事

業
の
取
り
組
み
」「
待
機
児
童
対
策
」
を

学
び
、
共
働
き
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
お
り
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
野
木
町
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
定
住
を
促

進
す
る
上
で
も
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
１
月
27
日
、
28
日
に
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
地
）

　

・
神
奈
川
県
鎌
倉
市

　

・
神
奈
川
県
川
崎
市

　

鎌
倉
市
で
は
、「
放
課
後
の
児
童
支
援

事
業
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
放
課
後

か
ま
く
ら
っ
子
」
は
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）
と
学
童
保
育

（
子
ど
も
の
家
）
を
一
体
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
平
成
30

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、
現
在
は

市
内
の
16
小
学
校
区
の
う
ち
、
９
つ
の
小

学
校
区
で
実
施
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

中
に
は
全
て
の
小
学
校
区
で
実
施
予
定
と

伺
い
ま
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
実
施
す
る
小

学
校
区
の
全
て
の
児
童
が
対
象
で
、
参
加

す
る
児
童
は
、
校
庭
や
体
育
館
を
活
動
場

所
と
し
て
遊
ん
だ
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
が
週
１
回
程
度
実
施
す
る
多
様

な
体
験
活
動
（
工
作
、
自
然
観
察
、
昔
遊

び
等
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
童
保
育
（
子
ど
も
の
家
）
で
は
、
就

労
等
の
理
由
に
よ
り
保
護
者
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
放
課
後
の
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
家
庭

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
学
童
保
育
（
子

ど
も
の
家
）
と
も
に
、
来
所
時
と
帰
宅
時

に
、
保
護
者
に
メ
ー
ル
配
信
を
行
い
、
子

ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　

　

川
崎
市
で
は
、「
待
機
児
童
対
策
」
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
崎
市
は
、
現
市
長
の
選
挙
公
約
で
も

あ
り
、
市
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る

待
機
児
童
対
策
を
本
庁
部
局
と
区
役
所
と

が
連
携
し
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
待
機
児
童

対
策
に
お
け
る
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
い

た
隣
接
の
横
浜
市
に
、
平
成
26
年
７
月
に

川
崎
市
側
か
ら
働
き
か
け
、
横
浜
市
側
の

快
諾
に
よ
り
、
同
年
10
月
に
異
例
の
速
さ

で
「
横
浜
市
と
の
待
機
児
童
対
策
の
連
携

協
定
」
の
締
結
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

[

協
定
の
主
な
連
携
・
協
力
事
項]

　

・
市
境
の
保
育
所
等
の
共
同
整
備

　

・
保
育
施
設
の
相
互
利
用

　

・
保
育
士
の
確
保
対
策

　

保
育
所
の
共
同
整
備
と
し
て
、
既
存
の

４
階
建
て
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
屋

上
に
増
築
し
て
、
90
人
定
員
の
保
育
所
を

整
備
し
た
と
い
う
お
話
は
印
象
的
で
し

た
。

　

保
育
施
設
の
相
互
利
用
に
よ
り
、
子
ど

も
の
預
け
先
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
平
成

27
年
４
月
の
相
互
利
用
開
始
か
ら
１
年
で

教
育
及
び
健
康
福
祉
施
策
に
関
す
る

所
管
事
項
に
つ
い
て　

折原勝夫 委員長

委員会レポート
文教民生常任委員会

鎌倉市での現地視察の様子
　施設１階部分…アフタースクール
　施設２階部分…学童保育（子どもの家）

川崎市での研修状況
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令
和
２
年
１
月
29
日
に
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
た
。

（
調
査
地
）

　

・
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町

　

毛
呂
山
町
で
は
、「
予
算
決
算
に
係
る

委
員
会
の
審
議
方
法
及
び
審
議
資
料
等
」

に
つ
い
て
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
設

置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
と
生
活
福
祉
常
任
委
員
会
の
２
つ

の
常
任
委
員
会
で
、
所
管
事
項
を
課
ご
と

に
割
り
振
り
担
当
し
て
審
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
所
管
事
項
の
事
務
量
に
偏
り

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
行
政
事
例
等
も
踏
ま
え
、
予
算
決
算

の
審
議
に
あ
た
り
、
新
た
な
常
任
委
員
会

の
設
置
等
も
含
め
て
平
成
27
年
６
月
よ
り

検
討
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
12

月
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

[

審
議
方
法
の
主
な
も
の]

・
一
般
会
計
の
審
議
は
課
ご
と
に
行
い
、

主
に
予
算
科
目
の
「
目
」
単
位
に
行
う
。

な
お
、
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
複
数
の

「
目
」
等
の
単
位
を
ま
と
め
て
審
議
す

る
場
合
も
あ
る
。

・
質
疑
は
一
問
一
答
方
式
で
、
回
数
制
限

は
な
い
が
、
質
疑
が
終
わ
っ
た
後
に
同

じ
項
目
で
再
び
質
疑
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

・
議
案
審
議
に
係
る
資
料
は
、
当
初
予
算

で
は
「
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
概

要
」、
決
算
で
は
「
行
政
報
告
書
」
並

び
に
議
員
が
希
望
す
る
資
料
を
執
行
部

に
請
求
し
て
い
る
。

　[

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
設
置
に
よ
る

効
果
の
主
な
も
の]

・
審
議
の
過
程
や
他
の
委
員
の
論
点
の
把

握
、
質
疑
・
答
弁
等
の
情
報
の
共
有
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
本
会
議
で
の
審
議
時
間
が
削
減
さ
れ
、

円
滑
な
議
案
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き

る

　

毛
呂
山
町
で
「
予
算
決
算
に
係
る
委
員

会
の
審
議
方
法
及
び
審
議
資
料
等
」
を
学

び
、
野
木
町
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

お
い
て
も
、
参
考
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
最

大
限
に
活
か
し
、
今
後
の
予
算
決
算
の
議

案
審
査
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

予
算
決
算
に
係
る
委
員
会
の

審
議
方
法
及
び
審
議
資
料
等
に
つ
い
て

針谷武夫 委員長

毛呂山町での研修状況

委員会レポート
予算決算常任委員会

埼 玉 県

毛 呂 山 町
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一 般 質 問
３月議会での一般質問は６名の議員により、町政に関する諸問題や将来の
展望などについて質問を行ないました。

本文は、質問した
議員本人が要約して
執筆したものです

松本　光司　議員

１．SDG ｓを意識した施策について
　　（SDG ｓを身近なところから実践）

P16

小泉　良一　議員

１．令和２年度野木町政施政方針について
２．新型コロナウイルス感染防止策に
　　ついて

P12

梅澤　秀哉　議員

１．防災対策について
２．観光施策について

P15

針谷　武夫　議員
１．スポーツ振興について
２．２０２２年のとちぎ国体の開催に
　　向けて
３．農業について

P17

坂口　進治　議員

１．野木町政施政方針について
２．新型コロナウイルス対応について

P13

宮﨑  美知子  議員

１．井戸水使用世帯における、下水道及び
　　農集排施設の使用料徴収について
２．児童館、児童センター、学童保育の
　　委託の在り方について
３．町の新型コロナウイルス感染防止対
　　策について

P14
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３
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

昨
年
同
様
に
町
総
合
計
画
に
基
づ
き

３
重
点
施
策
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

令
和
２
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
伺
う

小泉　良一　議員

予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。野木

町
総
合
計
画

や
総
合
戦
略
に
則

し
、
町
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
、
３
重
点

施
策
を
中
心
に
取
り
組

み
、
有
利
な
地
方
債
等

を
活
用
し
て
財
源
を
確

保
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
７８
億
５

８
０
０
万
円
と
し
、
前

年
度
と
比
較
し
て
４
億

６
２
０
０
万
円
、
約
５．６

％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。町

政
運
営
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

総
合
相
談
窓
口
と

し
て
の
総
合
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
館
を
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
、
保
育
所
や
学

童
保
育
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
目
指
す
と
と
も
に
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
の
活
性
化
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
煉
瓦

窯
フ
ェ
ス
タ
を
は
じ
め

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
そ
し
て
、
農
業
で

は
中
谷
土
地
改
良
関
連

事
業
、
商
業
で
は
中
小

企
業
融
資
策
、
工
業
で

は
企
業
誘
致
奨
励
関
連

事
業
な
ど
で
産
業
の
振

興
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
促

進
策
と
し
て
、
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
を
新
設
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

幼
稚
園
、
保
育
園

の
休
園
に
つ
い
て
、

私
立
幼
稚
園
に
は
、
休

園
要
請
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

学
童
保
育
で
、
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

低
学
年
を
優
先
し
て
い

る
の
は
、
１
人
で
留
守

番
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
た
め
で
す
。

　

飲
食
店
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
中
止
に
よ
る
損
害

に
対
し
て
の
補
償
に
つ

い
て
は
、
今
後
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

総
合
計
画
、
基
本

計
画
の
後
期
計
画

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

を
取
り
入
れ
、
そ
の
開

発
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
沿
っ
た
具
体
的
な
施

策
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
重

点
施
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
逆
川
排
水
機
場

の
耐
震
補
強
工
事
や
、

川
西
地
区
の
水
防
拠
点

整
備
工
事
等
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
の
安
全
を
最

優
先
し
て
い
く
な
ど
、

耐
震
補
強
工
事
を
行
う

逆
川
排
水
機
場

中谷地区土地改良事業で使用する土の
ストックヤードの状況

野
木
町
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

す
で
に
県
南
地
区
で
感
染
者
が
発
生
し
て
い
る

報
告
を
受
け
最
善
の
策
を
と
っ
た

政
府
の
小
中
学
校
臨
時
休
校
要
請
に
つ
い
て
の

野
木
町
の
対
応
を
伺
う

坂口　進治　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
町
内
で
３
ヶ

所
の
学
童
保
育
室
が
開

所
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
児
童
が
集
ま
る
こ

と
に
つ
い
て
、
町
は
濃

厚
接
触
と
な
っ
て
も
良

い
と
の
判
断
を
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

こ
の
臨
時
休
校
期

間
に
お
い
て
、
で

き
る
限
り
自
宅
で
過
ご

す
よ
う
呼
び
か
け
た
う

え
で
、
保
育
が
必
要
な

家
庭
を
優
先
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
定
員
１
５

０
名
と
し
て
１
４
１
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

適
正
な
範
囲
と
考
え
て

い
ま
す
。

世
界
的
目
標
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
で
、
１７
目
標
の

う
ち
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
設
定
理
由
を
伺

い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
沿
っ
た
事
業
施

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

総
合
計
画
の
後
期
計
画

策
定
の
際
、
具
体
的
に

お
示
し
い
た
し
ま
す
。

第
二
工
業
団
地
造

成
の
完
成
で
、
町

の
収
益
に
な
る
時
期
と

見
込
額
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。投

資
額
は
約
１１
億

円
に
な
り
、
想
定

で
年
間
約
１
億
６
千
万

円
を
見
込
み
、
投
資
額

を
上
回
る
時
期
は
、
令

和
８
年
頃
の
試
算
で
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
は
、
逆
川

排
水
機
場
耐
震
補
強
工

事
実
施
設
計
、
第
１
松

原
踏
切
の
拡
幅
、
全
町

避
難
訓
練
の
実
施
等
と

な
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
は
、

ひ
ま
わ
り
館
の
オ
ー
プ

ン
、
健
康
タ
ウ
ン
事
業
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
、

ゴ
ミ
出
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
策
で
は
、

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

第
二
工
業
団
地
造
成
事

業
、
文
化
会
館
町
直
営

化
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

創
設
な
ど
計
画
通
り
遂

行
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

造成が完了した
野木第二工業団地

野
木
町
公
共
施
設

の
臨
時
休
館
に
伴

う
、
非
正
規
職
員
の
勤

務
と
給
与
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

施
設
は
臨
時
休
館

し
て
い
ま
す
が
、

通
常
勤
務
を
し
て
お
り
、

休校中の小学校（南赤塚小学校）

給
与
に
つ
い
て
も
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
３１
年
度
野
木

町
政
施
政
方
針
の

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

町
の
活
性
化
策
の
３
重

点
施
策
の
総
括
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
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３
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

は
が
き
等
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
の

取
り
組
み
状
況
等
を
調
査
し
て
い
く

井
戸
水
使
用
世
帯
に
当
該
年
度
の
月
別
徴
収
額
と

算
出
根
拠
を
記
載
し
た
も
の
を
送
付
す
べ
き
と
考
え
る

宮﨑 美知子　議員

昨
年
、
井
戸
水
使

用
世
帯
に
お
い
て
、

下
水
道
料
を
払
い
過
ぎ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

町
に
還
付
請
求
が
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
問

題
が
二
度
と
起
き
な
い

た
め
に
、
町
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。 

　

年
に
１
度
、
住
民
基

本
台
帳
と
届
け
出
人
数

を
照
合
し
、
該
当
全
世

帯
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
で

の
照
合
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。 

　

使
用
者
の
届
け
出
制

で
あ
る
こ
と
を
、
年
１

回
、
町
広
報
で
掲
載
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

　

令
和
２
年
２
月
か
ら

シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
、

そ
の
検
針
票
記
載
の
情

報
も
見
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

町
下
水
道
及
び
農

集
排
施
設
の
井
戸

水
使
用
世
帯
数
と
、
領

収
書
発
行
世
帯
数
を
伺

い
ま
す
。 

令
和
２
年
２
月
末

現
在
、
下
水
道
の

井
戸
水
の
み
85
軒
、
水

道
水
と
井
戸
水
併
用

３
２
４
軒
、
農
集
排
の

井
戸
水
の
み
80
軒
併
用

90
軒
、
合
計
５
７
９
軒

で
す
。

内
、
希
望
者
へ
の
領
収

書
発
行
は
19
件
で
す
。

は
が
き
等
で
当
該

年
度
の
月
ご
と
の

徴
収
予
定
額
と
、
算
出

根
拠
を
記
載
し
た
も
の

を
井
戸
水
使
用
世
帯
に

送
付
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
町
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。は

が
き
等
通
知
に

つ
い
て
は
、
今
後
、

近
隣
市
町
を
調
査
し
て

人
数
に
変
更
が
あ
る
場

合
に
は
、
届
け
出
が
必

要
で
あ
る
旨
の
文
書
を

送
付
し
始
め
ま
し
た
。 

　

野
木
町
も
、
年
１
回

の
広
報
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
ま

た
、
希
望
者
だ
け
で
な

く
、
井
戸
水
使
用
全
世

帯
に
対
し
、
直
接
的
、

積
極
的
な
対
応
を
す
べ

き
で
す
。
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

住
民
票
異

動
届
等
の

際
に
は
、
住
民

課
よ
り
お
知
ら

せ
を
手
渡
し
、

水
道
検
針
票
に

は
、
１
人
６
㎥

の
算
出
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
井
戸
水
の
み

の
方
に
は
、
検
針
票
が

な
く
、
今
後
の
周
知
方

法
を
考
え
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

井
戸
水
使
用
世
帯

に
お
い
て
、
誤
徴

収
が
発
覚
し
、
地
方
自

治
法
に
則
り
、
遡
及
徴

収
、
還
付
を
行
っ
た
市

が
あ
り
ま
す
。 

　

原
因
と
し
て
、届
け
出

世
帯
員
数
の
定
期
的
な

確
認
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
再

発
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

市
は
年
に
１
度
、
井
戸

水
使
用
世
帯
に
、 

世
帯

新システムの検針票（裏面）

処
理
池
拡
張
工
事
中

（
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

町
お
よ
び
関
係
す
る
６
区
長
と
共
に
築
堤
や

河
川
敷
樹
木
伐
採
の
継
続
を
国
に
要
望
し
て
い
る

松
原
大
橋
下
流
左
岸
の
今
後
の
対
応
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

梅澤　秀哉　議員

松
原
大
橋
上
流
左

岸
の
河
川
敷
内
樹

木
の
伐
採
は
実
施
中
で

す
が
、
下
流
左
岸
の
樹

木
伐
採
や
築
堤
な
ど
今

後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

松
原
大
橋
下
流
左

岸
で
台
風
被
害
が

あ
っ
た
場
所
は
現
在
伐

採
中
で
す
が
、
そ
の
他

に
つ
い
て
も
、
来
年
度

以
降
の
対
応
継
続
を
町

お
よ
び
関
係
６
区
長
と

共
に
国
に
要
望
し
ま
し

た
。

関
東
・
東
北
豪
雨

で
は
内
水
氾
濫
で

床
下
・
床
上
浸
水
被
害

が
起
き
、
昨
年
の
台
風

19
号
で
も
内
水
氾
濫
が

起
き
ま
し
た
が
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
や
公
園（
あ
じ

さ
い
公
園
や
新
橋
西
公

園
等
）の
貯
水
機
能
を

強
化
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
川

西
地
区
に
50
基
ほ

ど
設
置
済
で
、
他
地
区

に
も
設
置
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
公
園
の
貯

水
と
併
せ
、
他
の
貯
留

策
も
費
用
対
効
果
を
含

め
て
調
査
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

逆
川
排
水
機
場
の

燃
料
備
蓄
状
況
、

燃
料
搬
入
ル
ー
ト
の
確

保
、
発
電
機
の
浸
水
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

出
水
期
に
は
満
タ

ン（
10
㎘
で
約
２．５

日
稼
働
）に
し
て
お
く

と
と
も
に
、
台
風
等
の

情
報
を
基
に
町
内
業
者

に
給
油
体
制
を
依
頼
し

ま
す
。
ま
た
、
発
電
機

は
排
水
機
場
２
階
の
た

め
浸
水
の
恐
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

災
害
時
庁
舎
内
非

常
用
電
源
が
24
時

間
以
上
48
時
間
未
満
で

す
が
、
72
時
間
以
上
と

す
る
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。

非
常
用
電
源
は
役

場
庁
舎
２
階
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
蓄
電
で

す
。
他
に
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
発
電
機
が
あ
り
、

県
と
の
連
絡
に
使
用
す

る
防
災
行
政
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
途
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
時

間
停
電
に
備
え
、
今
後

充
電
設
備
や
発
電
設
備

の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

災
害
時
に
備
え
、

家
具
転
倒
防
止
器

具
や
火
災
報
知
器
設
置

な
ど
、
高
齢
者
へ
の
支

援
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
に
対
し
、
軽
度

生
活
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
で
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
煉
瓦

窯
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
来

場
者
情
報
を
集
め
て
分

析
し
、
観
光
施
策
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

ひまわりフェスティバル
オープニングセレモニー

樹木が伐採されてスッキリした河川敷

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
ま
す
か
。

今
年
度
の
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

宇
都
宮
で
の
Ｐ
Ｒ
が
効

果
的
と
判
断
し
て
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
で
行
い
ま
し

た
。
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３
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

野
木
町
の
持
続
可
能
な
運
営
に
職
員
一
同
認
識
し
て

取
り
組
み
た
い

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
を
意
識
し

た
施
策
に
つ
い
て
伺
う

松本　光司　議員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、

「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」を
理
念
と
し

た
、「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」の
頭
文
字
で
す
。

　

２
０
３
０
年
を
期
限

に
世
界
的
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
、
17
の

目
標
と
具
体
的
な
１
６

９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

本
町
の
３
重
点
施
策
を

実
現
す
る
糸
口
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
し
た
施
策
を
伺

い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
こ

れ
か
ら
野
木
町
の

持
続
可
能
な
自
治
体
と

し
て
、
職
員
一
同
が
次

期
総
合
計
画
行
動
計
画

の
遂
行
に
目
標
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
識

醸
成
及
び
認
知
度

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
職

員
が
担
当
す
る
事
業
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
イ
コ
ン

で
表
示
し
た
名
札
の
着

用
や
、
庁
舎
内
の
課
・

係
の
案
内
板
に
担
当
す

る
所
管
の
ア
イ
コ
ン
表

示
を
提
案
し
ま
す
。

名
札
に
表
示
す
る

面
積
が
限
ら
れ
て

お
り
、
人
事
異
動
に
よ

る
部
署
変
更
な
ど
を
考

慮
し
た
表
示
内
容
に
つ

い
て
、
相
談
し
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

施
設
の
見
え
る
所
や

各
部
署
の
フ
ロ
ア
に
も
、

表
示
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

私
の
ゴ
ミ
出
し
工

夫
、
私
の
ご
み
減

量
法
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
そ
の
方
を

称
賛
で
き
る
よ
う
広
報

で
周
知
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
賞
な
ど
冠
し

た
表
彰
を
提
案
し
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
が
き
っ

か
け
で
ご
み
の
減

量
化
が
進
め
ば
、
町
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る

の
で
検
討
し
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
食

事
の
摂
取
量
が
減

り
、
現
在
の
小
サ
イ
ズ

よ
り
更
に
小
さ
な
生
ご

み
収
集
袋
の
需
要
が
増

え
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
ご
み
収

集
袋
の
見
直
し
を
求
め

ま
す
。過

去
に
業
者
と
協

議
の
結
果
、
小
売

価
格
が
高
く
な
り
見
送

り
ま
し
た
。

　

再
度
、
業
者
と
協
議

し
検
討
し
ま
す
。

　

今
後
、
利
用
者
が
増

え
れ
ば
業
務
委
託
は
検

討
し
ま
す
。

高
齢
者
等
の
ご
み

出
し
サ
ポ
ー
ト
対

象
者
は
、
幾
つ
か
の
条

件
が
必
要
で
す
。

　

現
在
は
、
15
名
の
お

宅
に
職
員
が
ご
み
収
集

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ご
み
出
し
が

困
難
な
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
増
え
、
職
員

の
個
別
収
集
で
は
限
界

が
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
み
収
集

作
業
の
業
務
委
託
は
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

こ
の
事
業
は
職
員

の
対
応
で
ゼ
ロ
予

算
事
業
と
し
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

町
指
定
の
生
ご
み
収
集
袋

SDGs のバッジとアイコン
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問答ハンドボール会場予定の
野木中学校体育館

完成間近の陸上競技場
（宇都宮市西川田）

国
体
開
催
に
対
す

る
町
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
町
民

の
方
々
が
国
体
開

催
に
関
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
体
の
経
験
を

そ
の
後
の
町
民
と
の
町

づ
く
り
に
有
効
に
生
か

し
て
い
け
る
こ
と
が
最

も
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
が
来

町
さ
れ
る
時
の
た
め
、

お
も
て
な
し
の
心
を
大

切
に
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
オ
ー
ル
野
木
の
体

制
で
協
力
し
合
い
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
体
へ
向
け
た
現

状
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

野
木
町
で
開
催
さ

れ
る
正
式
競
技
は
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
す
。

　

栃
木
市
及
び
下
野
市

と
の
広
域
開
催
と
な
る

た
め
、
今
後
、
協
議
し

な
が
ら
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

安
全
で
快
適
に
気

持
ち
よ
く
会
場
ま

で
移
動
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
例
え
ば
道
路

な
ど
で
は
ど
の
よ
う
な

事
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

車
道
や
歩
道
の
舗

装
修
繕
に
よ
る
整

備
、
区
画
線
の
引
き
直

し
、
草
花
な
ど
の
植
栽
、

沿
道
の
清
掃
な
ど
に
よ

り
、
お
も
て
な
し
の
心

を
伝
え
表
現
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
回
の
い
ち
ご
一

会
と
ち
ぎ
国
体
の

野
木
町
開
催
基
本
方
針

の
実
施
目
標
で
あ
る
、

「
お
も
て
な
し
の
心
あ

ふ
れ
る
国
体
」開
催
に

向
け
て
、
官
民
一
体
と

な
り
お
迎
え
す
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
ど
の
よ

う
な
事
な
の
か
伺
い
ま

す
。

野
木
町
で
の
開
催

で
す
の
で
、
野
木

ブ
ラ
ン
ド
や
町
の
特
産

品
な
ど
の
紹
介
及
び
販

売
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

来
年
度
に
は
、
専
門

委
員
会
や
庁
内
連
絡
推

進
会
議
な
ど
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
野
木

町
の
宝
で
あ
る
重

要
文
化
財
、
野
木
町
煉

瓦
窯
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
の
観
光
協
会
や

専
門
委
員
会
の
方

々
に
ご
意
見
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
町
内
に
設

置
さ
れ
る
案
内
所
な
ど

に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
現
状
と
利
用
者

数
及
び
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

平
成
30
年
度
の
利

用
者
数
と
し
て
年
間
約

16
万
人
で
し
た
。

　

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
長
寿
命
化
計

画
を
立
て
、
そ
れ
に
合

致
し
た
形
で
順
次
、
改

修
工
事
等
で
整
備
を
促

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

オ
ー
ル
野
木
の
体
制
で
準
備
を
進
め
て
い
く

と
ち
ぎ
国
体
に
対
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

針谷　武夫　議員
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  各 議 案 に 対 す る 賛 否（議長を除く）令和2年3月定例会

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

眞
瀬　
薫
正

長
澤　
晴
男

館
野　
孝
良

館
野　
崇
泰

鈴
木　
孝
昌

坂
口　
進
治

折
原　
勝
夫

小
泉　
良
一

針
谷　
武
夫

松
本　
光
司

小
川　
信
子

梅
澤　
秀
哉

賛　
　
成

反　
　
対

採
決
結
果

野木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 1 可決

令和元年度野木町一般会計補正予算（第 6 号） × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 9 4 可決

令和２年度野木町一般会計予算 × ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可決

※表内の○は賛成、×は反対

議会の主な活動記録

２月	 ７日	 議会全員協議会
　	 １９日	 議会運営委員会
　　	 ２５日	 議会全員協議会
３月　	 ５日	 令和２年第１回野木町議会定例会
	 	 		 	 	 （～１８日）
	 　　２３日	 中学校卒業式（来賓招待なし）
　　	 ２４日	 小学校卒業式（来賓招待なし）
　　	 ２７日	 議会全員協議会
　　　
４月	 ８日	 中学校入学式（来賓招待なし）
　　　	 ９日	 小学校入学式（来賓招待なし）
	 １０日	 議会全員協議会

＊ 編 集 後 記 ＊
3月議会は新型コロナウイルス感染拡大を予

防するため、議場内のマスク着用や委員会の傍
聴禁止措置が取られた。4月に入り国は非常事
態宣言を出し、収束を目指している。町内の学
校や施設も閉鎖状況にある。

そんな状況下、訓蒙館として開校以来、145
年の歴史のある佐川野小学校の入学式が挙行さ
れた。当校の今年度の新入生は6名、2年生は7
名である。全児童数も69名となった。来年度か
ら一部複式学級となる。

この状況をどうにかしたいと、町教育委員会
は昨年秋、佐川野小学校を小規模特認校とした。
特認校とすることで町内全域から佐川野小学校
に入学又は転入学できることになった。そのた
めには「一人一人が輝く学校」を目指し、町、学校、
地域が一丸となって取り組まなければならない。

議会だより編集委員　館野　孝良　

《編集発行　議会だより編集委員会》
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委　　員　館野 孝良　 委　　員　館野 崇泰
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